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4.2. TTCT との比較 
 既存の実験である TTCT と創造力テストで測れる拡散的思考力との関係性を調べる。こ
のことにより創造力テストの有用性を明らかにすることを試みる。 
















反応を普通でない反応とし、独創性の点数とした。表 1 は反応と範疇の例である。 
 
















 表 2 は言語的刺激を用いる言語的課題を行った結果である。それぞれの user_id は被験
者番号を示し、一番下にはそれぞれの値の平均値と標準偏差を示している。特徴的な結果
としては、被験者 6、12 の独創性が 0 となっている点にある。また、柔軟性として用いた






表 2 TTCT の結果 
user_id 流動性 柔軟性 独創性 
1 6 2 2
2 12 3 3
3 10 4 2
4 6 3 2
5 12 4 3
6 6 4 0
7 18 4 6
8 18 5 8
9 7 4 1
10 5 3 2
11 7 4 2
12 4 3 0
13 7 4 2
14 4 3 2
15 7 4 1
16 16 4 7
17 8 4 3
平均 9 3.65 2.71
標準偏差 4.61 0.70 2.26
 
5.1.3. 考察 
 TTCT の結果だけを見ると、被験者 7、8、16 の流動性が高い。流動性が高いということ
は、それだけ多くのアイデアを考え出せているということである。ここから、創造力テス
トにおいて、これらの被験者はより多くの数列のパターンを生み出すことが予想される。













 ユーザインターフェースは JavaScript、CSS を用いて実装した。また、n-gram の分析
やデータの保存には Ruby を用いている。また、実験の際には Google Chrome を利用した。 
 
5.2.2. 実験 
























ザは上部のボタンを選択することで gram 数を選択することができる。図 3 は 6-gram 分





図 3 フィードバック画面(6-gram) 
 
5.2.3. 結果 
 この実験の結果をいくつかの側面から提示する。初めに、表 3 は創造力テストにおける
入力された数列の長さの一覧である。 
 






















被験者 1、5、8 は比較的多く数列が入力できている。また、被験者 10 は明らかに入力数が
少ない。 





























図 4 数列の長さとパターン数 
ほとんどの被験者は長さ 3 で 大値を取るようなグラフを示している。全体的になだらか
な曲線を描いているグラフは被験者 6、12 のものである。また、詳細の表は表 5 である（長
さ 9 まで）。 
 
表 5 数列のパターン数 
    数列の長さ 
  1 2 3 4 5 6 7 8 9 
User_id 
1 10 76 126 57 14 4 1
2 10 70 77 16 3 1
3 10 78 72 18 1         
4 10 74 56 10 3         
5 10 78 117 60 18 4       
6 10 42 69 75 79 78 72 66 53 
7 10 57 85 55 30 14 5 2 1 
8 10 83 108 41 12 2       
9 10 55 36 14 4 2 1     
10 10 43 6             
11 10 66 66 23 6 1       
12 10 30 46 54 58 60 59 56 47 
13 10 52 40 10 1         
14 10 62 49 24 12 5 3 1   
15 10 58 47 26 16 10 7 5 4 
16 10 69 75 21 6 1       
17 10 58 78 34 11 1       
 
 
 後に、各パターンの長さにおける 頻のパターンとその数を記す。表 6 は長さが 3 ま
での表である。この結果を見ると、 頻出の数字は 5 であることがわかる。また、表 5 と








表 6 各パターンにおける 頻のパターン 
user_id 1 1_number 2 2_number 3 3_number 
1 5 82 23 18 3 8
2 5 62 98 13 635 5
3 5 60 96 13 519 5
4 5 47 80 12 805 6
5 5 71 14 21 214 9
6 8 53 12 24 412 19
7 5 60 80 17 235 8
8 5 68 26 15 312 7
9 5 33 53 10 536 4
10 5 20 49 6 864 2
11 6 38 32 13 946 4
12 5 74 54 38 478 22
13 4 31 48 10 480 3
14 5 30 63 11 632 8
15 1 44 12 12 121 6
16 5 48 47 15 478 6
17 5 53 89 15 412 7
 








































 表 7 は音声認識の精度を測定した表である。被験者 1,2 は女性であるため認識精度が落
ちた可能性もある。今回の n-gram 分析は精度が比較的正しかった男性に対して行った。そ
の後、1 秒に 1 回ほどのペースで思いついた数字を発声するという手順で実験を行った。 
 
 
表 7 音声認識の精度 












 表 8 は音声認識による実験の結果の表である。実験は 8 名に対して行ったが、音声認識





                                                  
1 ドラゴンスピーチ(http://japan.nuance.com/dragonspeech/) 
 






3 1 7 18 
3 2 26 7 
3 3 262 3 
3 4 6297 2 
3 5 62970 2 
3 6 629701 2 
3 7 6297015  2 
3 8 62970152 2 
3 9 629701526 2 
3 10 6297015268 2 
3 11  0 
4 1 0 44 
4 2 00 13 
4 3 004 5 
4 4 0040 4 
4 5 340040 3 
4 6 300406 2 
4 7  0 
5 1 9 20 
5 2 89 8 
5 3 790 4 
5 4 7903 2 
5 5 79035 2 
5 6  0 
6 1 2 16 
6 2 21 6 
6 3 998 3 
6 4 1394 2 
6 5  0 
7 1 3 14 
7 2 73 5 
7 3 399 2 
7 4 2346 2 
7 5 23461 2 
7 6  0 
8 1 2 19 
8 2 82 6 
8 3 082 3 
8 4 7438 2 
8 5 74382 2 
8 6 743829 2 
8 7 7438297 2 
8 8 74382976 2 
8 9 743829760 2 
8 10 7438297608 2 
8 11  0 
 
5.3.3. 考察 





















 創造力テストで得た結果と TTCT による結果を対応させることを試みた。 
 表 9 はパターンの長さの 大値と独創性を同時に示した表である。この結果に対して自
由度 15 の両側 t 検定を行う。相関係数-0.43 など表 10 のような結果を得た。P 値は 0.0849
を示している。これは二つが有意傾向であることを示している。 
 
表 9 長さと独創性の関係 
user_id 長さ 独創性 
1 7 2 
2 6 3 
3 5 2 
4 5 2 
5 6 3 
6 20 0 
7 9 6 
8 6 8 
9 7 1 
10 3 2 
11 6 2 
12 21 0 
13 5 2 
14 8 2 
15 12 1 
16 6 7 
17 6 3 
 
 
表 10 パターンの長さの 大値と独創性に対する t 検定 
相関係数 -0.43005 
T 値 -1.844627 





ており、 大のパターン数として 1000 パターン考えられる 3-gram のパターンを対象とす
る。表 11 はまとめた表である。この結果に対しても、自由度 15 で t 検定を行った。表 12
はその結果である。P 値は 0.0229 を示している。これらは 5%で有意のため何らかの関係
性があると考えられる。 
 
表 11 流動性と 3-gram の数の関係 



















表 12 流動性と 3-gram の数に対する t 検定 
相関係数 0.535153 
T 値 2.534001 
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